





























（3） 岩井克人，2015 年，258～323 頁。H.チャン／田村順二訳，2010 年，32～46 頁。以上などがある。　
（4） Hunt,S.D.1983,pp.9-17.以上を踏まえていう。










「主―客」2 における「内1―外1」／「主1―客1」の 1 次（FOL）観察と，観察者の立ち位
置の変化と対象のズレを伴う「内2―外2」／「主2―客2」の 2 次（SOL）観察があるので，
観察には，両者を連立させた観察もある。再帰性（recursion）と反省性（reflexivity）に
























証法は「両義性と無差別性の 2 重存在である第 3 項（ファルマコン）」形成の第 2 過程に
着目した上方排除であり，これに先立つ第 1 過程である下方排除が欠落しているといわれ
図 1　理論や実践の山々
（7） D.R.ホフスタッター／野崎昭弘ほか訳，1985 年。D.R.ホフスタッター／片桐恭弘ほか訳，2018 年。以上は
再帰ループの重要性を説いた。
（8） J.ドゥルーズ／國分功一郎ほか編訳，2018 年，11～117 頁。以上に触発され言えることである。
（9） Guala,F.,2016,pp.132-145.以上に基づく。
（10） J.バロウ／松浦俊輔訳，2000 年，286～290 頁。
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（11） 今村仁司，1992 年，117～136 頁。以上に基づく。
（12） 柄谷行人・岩井克人・浅田彰，1983 年，222～256 頁。
（13） 長谷川博，2013 年，41～61 頁。
（14） 長谷川博，2017 年，93～109 頁。D.チャーマーズ／林一訳，2001 年，128～135 頁。
（15）「理論―実践」／「定言―仮言」的規範にかかわるが，別の機会に公開予定である。
































う論（24）を，外からは観察できず 1 人称にも 3 人称にも還元できない円環（ループ）のこ





（17） J.R.サール／山本貴光・吉川浩満訳，2006 年，177～208 頁，146～176 頁。
（18） N.ルーマン／馬場靖雄ほか訳，2009 年。
（19） R.ローティ／冨田恭彦訳。2014（1988）年。彼は，ネオ・プラグマティストである。
（20） 井筒俊彦，1989 年，1～102 頁，191～246 頁。
（21） 池田義昭・福岡伸一，2017 年，96～147 頁。
（22） 石倉敏明，2016 年，311～326 頁。以上の人類学地図を参看されたい。









































（28） G.ドゥルーズ・F.ガタリ／宇野邦一ほか訳，2010 年，15～61 頁。



































（33） K.ヤスパース／西丸四方訳，1971 年，179～188 頁。

















































（35） N.ルーマン／馬場靖雄ほか訳，前掲書，74～126 頁，335～452 頁。以上は，パーソンズとの論争以後，いわ
ば「青い鳥」だと多大に着目された社会の捉え方。



































への回答だったと採れば，そこでいう「四句分別」が「有―無」2 の DC に，有部存在論が
そのＣ1 に，無部存在論がそのＣ2 に対応する。
（38） システム進化論的生物学には以下がある。U.アロン／倉田博之・宮野悟訳，2008 年。以下では自己拡張共
生としてのロバストネス，生化学反応における FF と FB の言及もある。近藤滋ほか，2010 年。





































（41） 中村元，2002 年，158～284 頁。以上に基づく。中観派は空性論者を自称し，不二論者と他称されるともいう。
桂紹隆・五島清隆，2016 年，117～173 頁。以上では，龍樹の論法には大別するとつぎがあるという。①枚
挙法により諸命題を挙げそれを帰謬法ですべて否定する，② 2 つのものの関係を最終的には 2 つの対立概念
の相互依存に還元し無自性・空を明らかにする。


















































（46） L.マーギュリス／中村桂子訳，2000（1999）年，5 頁，13～23 頁，173～198 頁。細胞内共生説は分子生物学
により立証済みで高等学校の教科書にも載っているという。
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（48） J.ユクスキュル・G.クリサート著／日高敏隆・羽田節子訳，2005（1970）年，11～26 頁。
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心主義の表象という 2 つのドグマを，「中心―周縁」2／「類似―異質」2 として再考できると，
つぎのことから考える。すなわち，人間中心主義の世界観に立てば身体性と内面性という


































［出所］　Descola, P., translated by J. Lloyd, 2013,












































うであるだけ）であり包披の反復が成り立たないＣ1 の「無 ψ の様相1」―無とはいって
（52） G.S.デイ／徳永豊ほか訳，1998 年。
（53） 野本和幸，オンディマンド版 2014（1988）年。様相論理については，165～238 頁，個体論については，215
～225 頁，322～326 頁。以上に基づく。
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もψの発生・発現に対する潜在・メチル化，様相的に「必然は必然，偶然は偶然」とい
う意味で最大限にロバストな事実―と「無様相の ψ1」，そして認識論的に他動・意存であ
































（54） 入不二基義，2017 年，30～47 頁。
（55） 長谷川博，2017 年 3 月，93～109 頁。
（56） 正村俊之，2000 年，83 頁。






































（58） 大澤真幸・稲垣久和，2018 年，70～111 頁。近年ではたとえば以上がある。
（59） M.ヴェーバー／大塚久雄・生松敬三訳，1972（1920～1921）年，10～13 頁。M.ヴェーバー／大塚久雄訳，
1989（1920）年，289～371 頁。






























































































ある。つまり，前者は『P と信じかつ P でないと信じること』であり，後者は『P かつ
P でないと信じること』である（75）」。
　それら自体それぞれに矛盾があり微妙あるいは明白に 3 点動化する「資本―自由―民主」





























の可能性が問われる。まったく異なる「とにかく FOL（1 次論理）での 2 つ」へと消去し
て基盤を成す上記のような均衡［解］（ルール，［「システム―組織交渉」］プロトコル）が


























理的］改良主義者（79）といわれるようになった者たちはＣ1 者であり，Ｃ2 者とはそのＣ1 者
の世代が生んだパラドクス耐性者である。Ｃ1 者はとかく一義性に向うだろうが，Ｃ2 者
は第一義性／多義性に向う。ゆえに，応用の応用の主体による CC では，再帰的多重ルー
プに透徹しよう，しかもＣ1 者とＣ2 者の粒度の差―「AI―HI」2 を有する人間（ホモ・デ






そ対象とはなんだとされていたのか。ということから，FOL も SOL（2 次論理）もない
と必要不十分になるとして，図 6 をいう。
（77） Umphress,E.E.,andJ.B.Bingham,2011,pp.621-640.たとえば以上がある。
（78） 長谷川博，2007 年，150～153 頁。
（79） 長谷川博，1998 年，35～56 頁。環境主義（SD［Gs］）における改良主義は以上を参看されたい。
（80） Y.N.ハラリ／柴田裕之訳，2018 年。合理性も再考している。
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図 6　「認知―非認知主義」／「内在―外在主義」における 1次論理系と 2次論理系
































































Ｃ2 者はＣ1 者に随伴するというのが近代以後の通常経験だとしても，Ｃ1 者だけで 21 世
紀に何が変わるのかと苛まれず，その逆が実はあるというに等しい「競覇―非競覇」2
（「ディスカバリー―エンカウンティング」2）以後の原理化が，待ち構えられているよう
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 （2019.8.10 受稿，2019.10.30 受理）
―50―







実―超越」2 という DC に言及する。そして，「認識―存在論」／「形式―内容論」上のさ
まざまな未完を考え進め，その流動の中でより主要な移行を互いに得るということのため
に，2 元許容論化に前後して関係する「多元／1 元許容論」化を中間帰結とする競覇原理
からの飛躍（均衡の破れ）に首肯しつつ，［ポスト］資本制論のその先へと踏み出す。
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